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水管橋耐震補強工事実施設計業務委託（１号第４） 
天間工区改良工事実施設計業務委託（１号第１） 
人孔補修工事（１号第１） 
管渠更生工事 
　　　１号第５　　　 
　　　１号分 
　　　２号第１ 
　　　２号第５ 
　　　３号第４ 
　　　４号 
 
管渠改良事業委託（１号第４） 
 
直流電源装置更新工事（今泉ポンプ場） 
建屋防水工事（今泉ポンプ場） 
 
庁舎改築工事実施設計業務委託 
公共下水道接続工事 

富士市久沢地先 
富士市天間地先 
富士市厚原地先ほか 
 
富士市依田原町地先 
富士市永田町２丁目地先 
富士市今泉地先 
富士市今泉１丁目地先 
富士市比奈地先 
富士市依田橋地先 
 
富士市久沢地先 
 
富士市今泉地先 
富士市今泉地先 
 
富士市今泉地先 
富士市今泉地先 

φ450mm水管橋耐震補強工実施設計　 L＝42ｍ 
φ1,100mmＦＲＰＭ管布設工実施設計　Ｌ＝173ｍ 
人孔補修工　３箇所　　　Ａ＝54㎡ 
 
φ500mm　　L＝62ｍ 
φ1,650mm　L＝199ｍ　 
・□1,700×1,500mm　　L＝41ｍ　 
φ600mm　　L＝28ｍ 
φ1,350mm　L＝68ｍ 
φ1,500～1,800mm　　L＝134ｍ 
 
φ600mmリブ付ポリエチレン管布設工　L＝252ｍ 
 
直流電源装置更新　　１基 
建屋防水工　　Ａ＝797㎡ 
 
庁舎改築実施設計　鉄骨造２階建　延べ面積550㎡ 
φ200mm塩ビ管布設工　　Ｌ＝71ｍ 

新年度の主な事業  
■保全対策事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■流下能力対策事業 
 
■ポンプ場保全対策事業 
 
 
■庁舎建設事業費 

（単位：万円） 歳出 （会計年度内に使うお金） 
管路施設費 
ポンプ場管理費 
排水調査費 
総務費 
積立金 

（管路施設の整備に） 

（ポンプ場の運転や整備に） 

（硫化水素などの調査に） 

（庁舎管理や事務費などに） 

（災害復旧などに備えた積立金） 

３億４，２７３ 
４，９６９ 
７７５ 

２億１，１３９ 
１億２，７０４ 

（単位：万円） 歳入 （会計年度内に入ってくるお金） 
使用料 
繰入金 
繰越金 
諸収入 

（岳南排水路の使用料） 

（基金からの取りくずし金） 

（前年度からの繰越金） 

（基金運用収入） 

６億５，８６２ 
２，３９２ 
３，０００ 
２，６０６ 

歳入（７億３，８６０万円） 歳出（７億３，８６０万円） 

平成19年度予算 平成19年度予算 

管路施設費 
（46％） 

総務費 
（29％） 

使用料 
（89％） 

積立金 
（17％） 

ポンプ場管理費 
（7％） 

排水調査費 
（1％） 

諸収入 
（4％） 

繰越金 
（4％） 

繰入金 
（3％） 

　

平
成
19
年
２
月
８
日
（
木
）
午
前

10
時
か
ら
管
理
組
合
会
議
室
に
お
い

て
、
岳
南
排
水
路
管
理
組
合
議
会
定

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
上
程
し
た

議
案
は
、
平
成
19
年
度
会
計
予
算
な

ど
３
件
で
す
。 

　

平
成
19
年
度
管
理
組
合
会
計
予
算

は
、
歳
入
歳
出
予
算
を
７
億

３
，
８
６
０
万
円
と
し
、
前
年
度
と
比

較
し
て
３
，
３
２
０
万
円
４
・
７
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
基
金
運

用
収
入
の
増
加
と
新
年
度
新
た
に
庁

舎
建
設
の
準
備
工
事
等
に
繰
入
金

２
，
３
９
2
万
円
を
措
置
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。 

　

歳
入
で
は
、
主
財
源
で
あ
る
使
用
料

収
入
は
、
２
工
場
の
廃
止
や
排
水
量
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度

と
比
較
し
て
３
３
０
万
円
０
・
５
％

減
額
の
６
億
５
，
８
６
２
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。こ
の
他
、
前
年
度
か
ら
の

－ 平成19年2月8日開催 － 
岳南排水路管理組合議会定例会 

この広報誌は再生紙を使用しています。 

平
成
19
年
度
会
計
予
算

平
成
19
年
度
会
計
予
算

平
成
１８
年
度

会
計
補
正
予
算

平
成
１８
年
度

会
計
補
正
予
算

管
理
組
合
の
特
別
職
の

職
員
の
手
当
て
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

管
理
組
合
の
特
別
職
の

職
員
の
手
当
て
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

新
年
度
の
主
な
事
業
 

新
年
度
の
主
な
事
業
 

　

管
渠
改
良
事
業
委
託

は
、
岳
南
１
号
第
４
排

水
路
管
渠
改
良
工
事
の

継
続
事
業
で
す
。こ
の

施
工
箇
所
で
富
士
市
が

公
共
下
水
道
管
の
新
設

工
事
を
行
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
経
費
の
節
減
や

周
辺
に
及
ぼ
す
影
響

（
交
通
、騒
音
等
）
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、

管
の
布
設
を
富
士
市
に

委
託
し
、同
時
施
工
し

ま
す
。 

  　

今
泉
ポ
ン
プ
場
直
流

電
源
装
置
更
新
工
事

は
、非
常
用
電
源
を
確

保
す
る
た
め
の
電
源
装

置
が
、著
し
く
老
朽
化

し
て
き
た
た
め
更
新
す

る
も
の
で
す
。 

　

今
泉
ポ
ン
プ
場
建
屋

防
水
工
事
は
、塗
装
後

１０
年
を
経
過
し
、塗
膜

の
劣
化
に
よ
り
防
水
効

果
が
減
少
し
て
き
て
い

る
た
め
、外
壁
及
び
屋
上
の
塗
装
を
塗

替
え
る
も
の
で
す
。 

  　

現
在
の
庁
舎
は
旧
建
築
基
準
で
建
設

さ
れ
て
お
り
、耐
震
診
断
の
結
果
、大
規

模
な
補
強
が
必
要
と
な
る
た
め
、平
成

２０
年
度
に
庁
舎
を
建
て
替
え
ま
す
。こ

れ
に
先
立
ち
、新
年
度
は
庁
舎
の
改
築

工
事
実
施
設
計
業
務
委
託
、公
共
下
水

道
へ
の
接
続
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　

新
庁
舎
は
、現
庁
舎
を
解
体
し
、そ
の

跡
地
へ
建
設
す
る
た
め
、建
て
替
え
中

は
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
富
士
市
宮

島
）の
一
部
を
借
り
て
仮
事
務
所
と
し
、

平
成
２０
年
３
月
下
旬
に
引
越
し
を
す
る

予
定
で
す
。 

   　

平
成
１８
年
度
管
理
組
合
会
計
補
正
予

保
全
対
策
事
業
 

流
下
能
力
対
策
事
業
 

ポ
ン
プ
場
保
全
対
策
事
業
 

庁
舎
建
設
事
業
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繰
越
金
、
庁
舎
建
設
基
金
の
繰
入
金
、

基
金
運
用
収
入
な
ど
７
，
９
９
８
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。 

　

歳
出
で
は
、
施
設
に
係
る
事
業
費
と

し
て
、
管
路
施
設
の
整
備
に
３
億

４
，
２
７
３
万
円
、
ポ
ン
プ
場
の
運
転

や
整
備
の
た
め
４
，
９
６
９
万
円
、
硫

化
水
素
な
ど
の
調
査
に
７
７
５
万
円

の
計
４
億
17
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度

と
比
較
し
て
６
％
増
加
、
歳
出
総
額
の

５
４
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

組
合
運
営
に
係
る
総
務
費
に
２
億

１
，
１
３
９
万
円
、
災
害
な
ど
に
備
え

て
基
金
積
立
金
１
億
２
，
７
０
４
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。 

（
下
表
を
参
照
） 

　

水
管
橋
耐
震
補
強
工
事
実
施
設
計

業
務
委
託
は
、
富
士
市
久
沢
地
先
の
凡

夫
川
に
設
置
さ
れ
た
岳
南
１
号
第
４
排

水
路
の
水
管

橋
の
耐
震
診

断
を
平
成
18

年
度
に
実
施

し
、
補
強
が

必
要
で
あ
る

と
の
診
断
結

果
が
出
た
た

め
、
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
を
委

託
す
る
も
の
で
す
。 

　

ま
た
天
間
工
区
改
良
工
事
実
施
設

計
業
務
委
託
は
、
旧
天
間
製
紙
㈱
天
間

工
場
跡
地
の
吉
原
鷹
岡
用
水
沿
い
に

布
設
さ
れ
て
い
る
岳
南
１
号
第
１
排
水

路
の
管
路
施
設
の
老
朽
が
著
し
い
た

め
、
布
設
替
え
の
実
施
設
計
を
委
託
し

ま
す
。 

　

人
孔
補
修
工
事
は
、
人
孔
内
部
を
樹

脂
等
で
補
修
す
る
も
の
で
す
。岳
南
１

号
第
１
排
水
路
の
伝
法
地
先
か
ら
厚

原
地
先
に
お
い
て
、
管
内
底
面
補
修
工

事
が
完
了
し
た
区
間
の
人
孔
13
箇
所

の
補
修
を
計
画
し
、
こ
れ
ま
で
５
箇
所

の
施
工
が
完
了
、
新
年
度
は
３
箇
所
を

施
工
し
ま
す
。 

　

管
渠
更
生
工
事
は
、
老
朽
化
し
た
管

の
更
生
や
地
震
対
策
を
目
的
と
し
、
６

件
（
富
士
市
依
田
原
町
、
永
田
町
２
丁

目
、
今
泉
、
今
泉
１
丁
目
、
比
奈
、
依
田

橋
各
地
先
）
合
計
延
長
５
３
２
ｍ
を
施

工
し
ま
す
。 

算
は
、歳
入
歳
出
予
算
を
７
６
１
万
６

千
円
増
額
し
、総
額
７
億
３
，５
１
３
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。 

　

歳
入
で
は
基
金
運
用
収
入
の
増
加
、

歳
出
で
は
職
員
人
件
費
の
調
整
及
び
岳

南
排
水
路
基
金
へ
の
積
み
増
し
を
補
正

し
ま
し
た
。 

    　
「
地
方
自
治
法
」
が
改
正
さ
れ
、平
成

１９
年
４
月
か
ら
富
士
市
、富
士
宮
市
に

お
い
て
現
行
の
助
役
及
び
収
入
役
制
度

を
廃
止
し
、新
た
に
副
市
長
制
度
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　

管
理
組
合
で
も
同
様
に
、「
助
役
、収

入
役
」
を
「
副
管
理
者
、会
計
管
理
者
」

に
改
め
た
こ
と
に
伴
い
、同
条
例
に
規

定
さ
れ
た
特
別
職
の
名
称
を
改
正
し
ま

す
。 

議場風景 



ご協力を 
お願いします。 

　

平
成
１６
〜
１７
年
度
に
富
士
市

厚
原
地
先
に
新
設
し
た
岳
南
１

号
第
９
排
水
路（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
管
・

管
径
５
０
０
㎜
延
長
１
４
８
・

５
６
ｍ
）
を
供
用
開
始
し
た
の

で
、下
水
道
法
第
２７
条
の
規
定

に
基
づ
き
、平
成
１８
年
１１
月
に

都
市
下
水
路
と
し
て
指
定
告
示

し
ま
し
た
。 

　

こ
の
排
水
路
は
、関
係
工
場

の
排
水
を
岳
南
１
号
第
７
排
水

路
へ
合
流
さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
す
。 

期　間 自　平成19年7月23日㈪　午前5時 至　平成19年7月27日㈮　午後5時 （延べ 108時間） 

日　時 
5 
7月23日㈪ 7月24日㈫ 7月25日㈬ 7月26日㈭ 7月27日㈮ 

17 5 17 5 17 5 17 5 17 路　線　名 
岳南1号排水路 

岳南1号分排水路 

岳南2号排水路 

岳南3号A排水路 

岳南3号B排水路 

岳南4号排水路 

岳南5号排水路 

岳南幹線排水路 

（第1・第2・第3・第4・第5・第6・第7・第9） 

（第1・第2・第3・第4・第5） 

（第1・第2・第3） 

（第1・第2・第3） 

（第4・第5） 

平成1９年７月２３日（月）午前５時から７月２７日（金）午後５時まで 平成１９年７月２４日（火）午前５時から 
平成１９年７月２６日（木）午後５時まで 

地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 

凡 例 

地区 路線 工 場 名 

富

士

宮

地

区
 

鷹

岡

地

区
 

蓼
原
地
区
 

原

田

地

区
 

平
垣
・
蓼
原
地
区
 

比

奈

地

区
 

比
奈
・
鈴
川
地
区
 
今
泉
地
区
 

今

泉

地

区
 

伝

法

・

吉

原

地

区
 

鷹

岡

地

区
 

1－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
〃 

1－1 
〃 
〃 
〃 
 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
1－2 
1－3 
〃 

1ー4 

1－4 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
 

1－6 
1－7 
1－9 
1－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
1－5
〃 
1－7
〃 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

1－分 
 
〃 
 
 

2－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
2－2 
〃 
2－3
〃 

〃 
 

2－4
〃 
2－5
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
 

森永乳業㈱富士工場 
信栄製紙㈱ 
大宮製紙㈱ 
マスコ－製紙㈱ 
㈱ニッピ富士工場 
東京製紙㈱ 
王子特殊紙㈱東海工場 
富士宮事業所 
太洋紙業㈱ 
高尾製紙㈱本社工場 
㈲フジ化学 
丸王製紙㈱ 
丸富製紙㈱富士根工場 
西山工業㈱ 
東洋インキ製造㈱ 
富士製造所 
天間特殊製紙㈱ 
王子キノクロス㈱ 
富士工場 
王子特殊紙㈱東海工場 
第一事業所 
丸井製紙㈱板紙工場 
滝沢製紙㈱ 
岳南第一製紙協同組合 
丸井製紙㈱家庭紙工場 
富士里和製紙㈱ 
丸金製紙㈱ 
東洋ファイバー㈱ 
富士工場 

富士共和製紙㈱ 
三六九製紙㈱ 
三和製紙㈱ 
大宮製紙㈱富士工場 
鷹岡事業所 
大宮製紙㈱富士工場 
久沢事業所 
松菱製紙㈱ 
明治製紙㈱鷹岡工場 
荒川化学工業㈱富士工場 
高野製紙工業㈱ 
田子浦パルプ㈱ 
徳育製紙㈱ 
中西製紙工業㈱ 
富士メッキ㈱ 
三幸㈱ 
イデシギョ－㈱ 
㈱国光富士工場 
明治製紙㈱伝法工場 
勇和産業㈱ 
キュムラス㈱ 
大宮製紙㈱富士工場 
伝法事業所 
大進加工紙㈱ 
紺屋製紙㈱ 
丸紅㈱静岡支店 
明治製紙㈱本社工場 
王子板紙㈱富士工場 
 

3A－1 
〃 

3A－2 
〃 

3A－3 
〃 
 
 
 

3B－4 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

3B－5 
〃 
 
4 
〃 
〃 
 
 
 
 
幹線 

〃 
 

5－1 
〃 
〃 

〃 
 

5－2 
5－3 

イズミコ－ポレ－ション㈱ 
三島製紙㈱原田工場 
望月紙業㈱ 
五條製紙㈱ 
小野製紙㈱ 
春日製紙工業㈱ 
 
 
 
林製紙㈱ 
興亜工業㈱ 
朝日化学工業㈱富士工場 
日本大昭和板紙吉永㈱ 
ジヤトコ㈱ 
志田製紙㈱ 
久保田製紙㈱ 
市川製紙㈱ 
 
日本製紙㈱富士工場鈴川 
日本大昭和板紙吉永㈱ 
興陽製紙㈱ 
 
 
 
 
日清紡績㈱富士工場 
三島製紙㈱原田工場 
依田橋 
 

1－1 
1－分 
2－1 
3A－1 
3B－4 
4 
5－1 
幹線 

岳南１号第１排水路 
岳南１号分排水路 
岳南２号第１排水路 
岳南３号第１排水路 
岳南３号第4排水路 
岳南４号排水路 
岳南５号第１排水路 
岳南幹線排水路 

王子製紙㈱富士工場 
大興製紙㈱ 
日本製紙㈱富士工場富士 
王子特殊紙㈱東海工場 
富士事業所 
アステラス静岡㈱ 
王子製紙㈱富士工場 

静岡瓦斯㈱生産・供給 
管理センター 
㈲後藤商会 
 
 
㈱興人富士工場 
美藤製紙㈱ 
大二製紙㈱ 
丸富製紙㈱原田工場 
㈱田島鉄工所 
丸富製紙㈱今泉工場 
丸茂製紙㈱ 
東海製紙工業㈱ 
丸王製紙㈱吉原工場 
ダイニック㈱ 
大平カンパニ－富士工場 
ニットク㈱ 
和興製紙㈱ 
新橋製紙㈱ 
新橋製紙㈱第二工場 
大日製紙㈱ 
大日製紙㈱第ニ工場 
美藤製紙㈱第二工場 
富久興製紙㈱ 
ミヅホ製紙㈱ 
 
 
 
 

平成19年3月1日現在　使用工場数100工場（うち休止工場6工場） 

広 報「 が く は い 」 第21号（2） 平成19年3月15日 

平成19年度夏の
点検及び集中工事の
日程が決まりました

平成19年度夏の
点検及び集中工事の
日程が決まりました

　平成19年度の岳南排水路の夏の点検及び集中工事のため、 
岳南排水路に排水を流せない日程が決まりましたのでお知ら 
せします。 

工場ごとの日程工場ごとの日程

路線ごとの日程路線ごとの日程

岳南1号第9排水路を
都市下水路として
指定告示

岳南1号第9排水路を
都市下水路として
指定告示

岳南1号第9排水路を
都市下水路として
指定告示

岳南1号第9排水路を
都市下水路として
指定告示


